
（単位：円）

団体名

事業名

ピンクリボン in SAPPORO

ピンクリボン in
SAPPORO 2023

ＨＨＭ
ホット・ハンド・むろらん

タオル帽子、乳パッド
作成及び寄贈、
レンタルウィッグ活動

特定非営利活動法人
おはな

がんに関する総合支援サポー
ト事業

難治性がん啓発
キャンペーン実行委員会

難治性がん啓発
キャンペーン 2023
膵がん患者と肺がん患者に
希望の光を
～新しい治療法と展望～

特定非営利活動法人
パンキャンジャパン
北海道アフィリエート

膵がん教室

選定結果・
点数（250点満点）等

選定結果：採択
　　　　（点数：150点）

決定額　：300,000円

※部会の意見
・同様の事業内容を繰り返して
　いることから、次回申請の際
　には、新たな事業内容の検討
　が必要。

選定結果：採択
 　 　　（点数：152点）

決定額　：263,000円

※部会の意見
・タオル帽子・乳房パッドの医
　療機関から使用者への配布個
　数、ウィッグのレンタル数及
　びがんサロンへの参加実績を
　実績報告で提出すること。

選定結果：採択
　　　　 （点数：137点）

決定額　：300,000円
　

※部会の意見
・法人全体の収支状況が不明
　であるため、収支決算書等
　を実績報告に添付。

選定結果：採択
　　　　（点数：147点）

決定額　：500,000円

選定結果：採択
　　　 （点数：158点）

決定額　：500,000円

※部会の意見
・支部の会員数及び膵がん教室
　の参加者数（Youtubeの視聴
　者数）を実績報告で提出。

申請
番号

事業
区分
※１

事業費 要望額
応募
資格
※2

過去の
助成額

（参考）
事業概要

令和５年度北海道がん対策基金助成申請事業について

 ○　ピンクリボン in SAPPORO 2023 の開催
　１　対象者　　　患者、市民、医療関係者　他
　２　開催日程　　8～9月頃
　３　開催場所　　札幌駅前地下歩行空間（チカホ）北3条交差点広場
　４　開催内容　　乳腺専門医によるトーク、音楽ライブ、乳房模型
　　　　　　　　　体験、エコー検査体験）

1 ア 2,125,000 300,000 (１)②

 H27
  500,000
 H28、H30-R4
　300,000

 ○　膵がん教室（講演会＋交流会）
　　月１回、オンラインにより講演会及び交流回を実施する。
　
　１　講演会：月別にテーマを定め講師の講義を受けるとともに、
              質疑応答を実施（YouTubeLive）
　２　交流会：患者及びその家族が日頃の悩みを共有等を行うため実
              施。（Zoom）

4 エ 709,368 500,000 (１)②

 H31(R1)
　300,000
 R2
  350,000
 R3
  482,000
 R4
  500,000

エ 601,589 500,000 (１)①

 H28
　 200,000
 H30
　 370,000
 R2
   400,000
 R3、R4
   500,000
 
 ※R4は、
　 交付決定額

 ○　タオル帽子講習会の開催及びタオル帽子製作し
 　医療機関等への寄贈。その他レンタルウィッグの相談等。
　１　タオル帽子・乳パッド講習会及び製作　（年間17回）
　２　タオル帽子寄贈　（道内各地の医療機関（10医療機関を予定））
　３　がんサロンへの参加　　　　　年間12回
　４　レンタルウィッグの相談等　　年間6回程度

2 ウ 413,500 263,000 (１)②

 H29
　 287,000
  H30、R2
　 300,000
  R3
   330,000
  R4
   300,000
 ※R4は、
　 交付決定額

 ○　難治性がん啓発キャンペーン2023の開催。
　　令和３年度はオンラインで開催、令和４年度はオンラインのほか
　地下歩行空間においてもキャンページを実施し、令和５年度も会場
　とオンラインの併用での開催を予定。

　１　第１部「膵がんと肺がんのことを知ってほしい啓発イベント」
　　　　５月13日（土）、札幌地下歩行空間北大通り交差点広場（東）
　　　において開催予定。
　　　　開催内容：講演５本、パネル展開催等
　
　２　第２部「膵がん患者と肺がん患者に希望の光を
　　　　　　　　　　　～新しい治療法とこれからの展望～」
　　　　6月17日（土）、ハイブリッド開催を予定。
　　　　開催内容：講演５本、パネルディスカッション

5

 ○　サロン及びがん啓発イベントの開催
　１　がんサロン
　　　がん患者、家族等が悩み・不安を情報交換するため開催
　　（毎月１回開催、3ヶ月毎に特別企画（音楽鑑賞、運動講座、
　　　絵本朗読口座）を併せて実施。
　２　がん啓発イベント
　　　緩和ケア、アピアランスケア、食事療法の特別講演や
　　がんに関する情報の展示等を通じがん検診受診の啓発活動を実施。

 ○　がん教育(年間２～３回程度)
　　小・中学校等からがん教育の依頼がある際に、弊法人に所属している
　ピアサポーターや家族、遺族を講師として派遣し、がん教育を実施。

 ○　がん相談サポーター養成講座
　・　４月～７月にかけて、４回に分けて開催（オンライン併用）。
　・　テーマを「NVC＜ノンバイオレントコミュニケーション～人と人の
　　関係にいのちを吹き込む法」と設定し、話を聴ける人材の育成講座を
　　行うことにより、がん相談サポーターを養成し、将来的にはがん
　　サロンやがん教育の内容充実を図る。

3 オ 696,198 500,000 (１)①

  R4
   300,000

 ※R4は、
　 交付決定額
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番号

事業
区分
※１

事業費 要望額
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過去の
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北海道がん患者連絡会

がん患者におけるがん教育
講師養成及び派遣事業

北海道ヘアドネーション協会

小児がんへの啓発活動イベン
ト及びウィッグの無償提供の
周知に関する事業

ネムロsnipers

トークイベント「ガンになっ
て初めて知ったこと」

北海道肺がん患者と家族の会

パールリボン啓発セミナー
2023(ハイブリッド式)

計 ９団体、９事業 6,500,893 3,719,000
採択事業：８団体８事業
助成総額：2,763,000円

選定結果：採択
　　　 （点数：183点）

決定額　：500,000円

選定結果：採択
　　　　 （点数：120点）

決定額　：200,000円
　
※部会の意見
・がんとLGBTQは直接関係がない
　ため、当該部分の事業は本助
　成金の対象外。
・現在、任意団体であることか
　ら、幅広く認知されるよう、
　団体をNPO法人等にする努力
　が必要。
・当該団体の活動実績が不明確
　なため、要望額の１／２と
　する。

選定結果：採択
　　　　 （点数：158点）

決定額　：200,000円
　

※部会の意見
・備品に該当する物品相当額を
　減額。

選定結果：不採択
　　　　（点数：103点）

※満点の2分の1以下となる
　場合、原則不採択のため。

※部会の意見
・事業の代替実施方法として、
　同じがん種を取り上げる難治
　性がん啓発キャンペーンとの
　合同実施で対応すること。

6 イ 766,785 500,000 (１)④

 H31(R1)、
  421,000
 R2
　265,000
 R3
  167,000
 R4
  500,000
 ※R4は、
　 交付決定額

 ○　がん教育を行う外部講師を派遣する仕組みを構築するため、がん患者
　・　がん体験者を外部講師として養成するための養成講座の実施やがん
　　教育実習の開催等。
  １　がん教育講師派遣養成研修・スキルアップ研修
　  　７月～11月に開催。
  ２　がん教育講義体験
　  　学校からの要請に伴い、随時実施。
　３　フォローアップ研修
　　　４月～３月開催。

 ○　がん経験の実態（症状、治療、副作用、後遺症、経過観察後の日常
　生活）等がんのリアルを伝えるトークイベントの実施。

　１　令和５年４月　根室市総合文化会館
　２　令和５年５月　釧路市フィッシャーマンズワーフＭＯＯ

8 エ 276,000 256,000 (1)②

510,000 500,000 (1)②

新規

新規

 ○　WEBを併用したパールリボン啓発セミナー2023の開催。
　１　日 時　11月26日（日）
　２　場 所　札幌市民ホール（ハイブリッド開催）
　３　規 模　200名程度（会場100名、Web100名）
　４　内 容　講演、パネルディスカッションを予定。テーマ等は検討中。

新規

 ○　がん教育・がん啓発活動も含めたイベントの実施
　　年4回のシーズン毎にテーマを決めアドネーションの周知及びがん啓発
　活動を実施。医療関係者や美容関係者、可能であれば当事者の体験な
ど、
　誰もが学習できるイベントを開催。

 ○　冊子製作
　　検診に関すること、ウィッグに関する相談窓口、Q＆A、当事者や
　ご家族へのインタビューを含む冊子を１万部作成

7 エ 402,453 400,000 (1)②

9 エ

※１　事業区分： (ア)がん検診受診促進事業　(イ)がん教育促進事業　(ウ)がん患者等相談支援事業　(エ)がん情報提供事業
　　　　　　　　 (オ)その他事業

※２　応募資格：（１）① 北海道内に事務所を有する法人　（１）② 法人格は有していないが、定款・規約等を有し組織体制及び
　　　　　　独立した経理機能が確立していること。　 （１）③ 市町村   　　（１）④ ①又は②を充たした団体を中核とし

　　　 　   て構成された任意団体で、当該団体としても②を充たしている団体　　　　　
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